
国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業 

（報告） 

 

議員名：国際女性教育振興会 鍵山祐子    

 

【開催趣旨・目的】 

 今、社会において女性はどんな状況におかれているかを理解し、また、実際にポジテ

ィブに社会参加している実例を知る積極的な取り組みから、女性の地位向上に向けて次

なるステップへと進展を図ることを目指す。  

 

【シンポジウム等の名称・テーマ】 

 具体的にみる女性の社会参画と地位向上 

 

【日時】平成２３年１１月２０日（日）午後１時３０分～４時３０分 

【場所】埼玉県男女共同参画推進センター（With You さいたま）  

【参加者数】 ７０名 

【プログラム】 

基調講演 「明日の社会のとびらをひらく」 

  講師 金井 郁 氏  埼玉大学経済学部経済学科 准教授 

パネルディスカッション 「夢を形にしたひとたち」 

  パネリスト    山川 百合子 氏  埼玉県議会議員 

           榎本 恭子  氏  久喜市男女共同参画審議会長 

           佐藤  恵  氏  ボイスクリエーションシュクル代表 

  コーディネーター 金井  郁  氏 

 
【参加者からの主な意見】 

＊基調講演 ・男女別雇用形態や処遇、若年労働市場の現状が理解できた。 

 ・今後どのように対応したら良いのかの不安もある。 
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【シンポジウム等を通して得た成果（効果）】 

・女性の生き方は、最初から決められたものではなく、ポジティブに取り組んできたこ 

とを知って力を得た。 

・「女性もやれば出来る」と確信した意見あり。 

・各個人の自立的な意識改革が得られた。 

 

【今後の課題】 

ポジティブ・アクション推進のために 

 （１）地方議会に女性議員を増やす取り組みに参加する。 

 （２）所属する団体や組織、行政に更なるポジティブ・アクションを推進する。 

 （３）団体として各個人のエンパワーメントを高める研修が必要である。 

  （４）若い層・男性の参加を呼びかける。男性中心の社会を変える努力をする。 

 


